道徳統計を介した教育の問題構成 - イギリスの1830, 40年代の統計運動の一側面 by 上野 耕三郎 & Ueno Kozaburo
ヱ道徳統計を介 した教育の問題構成
一 イギ リスの1830,40年代 の統計運動 の一側面 一
上 野 耕三郎
犯罪統計と教育
イギリスでの統計運動は19世紀前半に盛 り上が りをみせたが,そのひとつ
の焦点 は犯罪 と教育 との関連 に絞 られていた1。当時,海 を挟んだフランスで
はさまざまな場面で統計が用い られ るようにな り,そ の重要性 を増 しつつ
あった。なかで も注 目に価すべ きことは,「公教育のための闘いで統計が使わ
れた ことである。2」1816年と1821年には法令 によって小学校の児童数,そ の
登録者数,さ まざまな割合や分布 を数え上げることが要求 された。「これ らの
全面的な研究は1829年に最初に現われた。その結果,1831年には文部省に
よって小学校統計 として出版 された。次のステップは,犯 罪率 と教育率を相
関させ,必 要ならば教育 と逸脱 につづ く第3の 規律要素である軍隊をデータ
として用いることになった。3」統計的数値記録を導入 し操作することで,教育
と犯罪 との間には密接な関係があり,教育 は犯罪を減 らす要因であ り,教育
と犯罪 は反比例の関係にある,と いうことが くり返 しくり返 し主張されるこ
とになった。
ところがこの流れに樟さした人物がいたのであった。それがゲリ(A.M.
Guerry)である。かれは1829年に 「教育 と犯罪 に関する 「比較統計学」の共
同研究 に参加 し,これが1832年の道徳統計 に関するはじめての主要著作に繋
がった」のだが,そ のなかで,「順序統計(rank-orderstatistics)と呼ばれ
ている統計を使って」,これまでの通説を論駁 したのである。「まずは行政単
位 ごとの教育レベルが,軍 の徴兵委員会の記録か らはじき出される。 この記
録は,徴 集兵の自己申告に基づ く教育 レベルを書 き記 した ものである。行政
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単位 ごとの犯罪率の方は,1827-30年の司法省統計 をもとにしている。行政
単位 は教育 と犯罪のそれぞれにっいて順位づけされ,そ の結果ある地方の教
育水準が高いほど,犯罪率 も高いことが示されている。」この結論 は陰影をつ
けられた地図 と度数分布表でもって明 らかにされたが,当 時の人たちにとっ
ては予想外の ものであった。 というのも 「当時パ リの人々は誰 もが恐ろしい
犯罪にっきまとわれていると思いこんでいた。……そのため,人々は自然 に,
労働者階級の堕落 と無教養がその犯罪傾向の源,統 計学者がいう 「犯罪への
傾向(Penchantducrime)」の源 となっていると思い始めていた。 ところが,
ゲ リはその逆を証明したように見えたのである。4」
犯罪 は道徳的頽廃の明 らかな指標であり,教育 と犯罪 は反比例する,と い
うのがオーソドクシーであったが,ゲリは真正面からそれに挑んだのである。
かれの小冊子は激 しい狼狽を巻 き起 こした。海を挟んだイギ リスの統計家た
ちは,す ぐさま反撃 に転 じ,強迫観念に駆 られたかのようにそのオーソドク
シーを証明 しようとした。
まずは1833年にグレッグ(W.R.Greg)がゲ リへの攻撃の火蓋 を切 り5,
1835年には攻撃の手を緩めることな く英国協会へ と論文を提出した。これに
ポーター(G.R.Porter)が続いた6。さらに,か れの意見はローソン(Rawson
Rawson)によって1840年にオウム返 しのようにくり返 された7。この時期に
統計運動を担っていた人たちはどのような人たちであったのだろうか。ロン
ドン統計協会では,創設者 らが37年か ら38年のセッションの開始までに表
む 　
舞台から消え,それに代わって協会で力をもつようになったのは,「よりプロ
む 　 む くラ む む む む くラ 　 む む
フェッショナルなグループ」(傍円強調引用者,以 下同様)で あり,「しばし
ばかな り年齢は若 くて,(さまざまな改革組織や圧力団体 にしぼしぼ参加 して
む くコ くコ くコ む くエ 　 　 くラ む む む む くラ くラ くラ む くラ む む む くコ む り くコ くコ む む くラ む
いたが,)政治的に活動的ホイッグあるいは りベラル と一様 に位置づけられ る
む む くラ む くラ
ことのな い」人た ちであ った。 かれ らはマク リー ン(CharlesHopeMaclean)
の後 ろ盾 の もと,ポーターや ロー ソンによって指導 されていた。かれ らの リー
ダー シップの もと,統 計協会 は大 きな一 歩 を踏 み出 し,委 員会活 動 も創生期
か ら第 二段階 へ と,新 たな時代へ と突入 す る ことにな った。新 しい委員会 の
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最初の ものは犯罪統計にかんするものであり,1837年1月に組織され,中 心
メンバーはポーター,ロ ーソン,そ してレッドグレーヴ(SamuelRedgrave)
であった。さらに,1837年か ら38年のセッションでは『統計協会雑誌』が発
刊 される運びとな り,ローソンは年75ポンドで有給の編集者 に任命され,商
務省の職務 と兼務することになった。
1840年代の末にかけては,犯罪 と教育 との関係 にかんする統計をめぐる活
動は,法 廷弁護士であったフレッチャー(JosephFletcher)の独壇場であっ
た。1839年にマクリーンが死亡 したあ とに,か れ はポーター とローソンに
よって後押 しされ,協 会 における地歩 を確固たるものにするが,ロ ーソンの
信頼 あつい親友であり,役馬のような働 き手 として,ロ ーソンの地位をほと
んどといってよいほど引き継 ぐことになった。1842年にローソンがカナダへ
と任地替えになった際には,協会雑誌の編集者をも引き継 ぐことになった8。
かれは二つの議会委員会 一 手職布工にかんす る委員会 と児童雇用委員会
一 の事務局長を務 めた経歴 を持ち,1844年には内外学校協会の学校査察 を
担当することになったが,全 国を股 にかけた査察 を行ない,下 層階層にかん
する多 くの情報や知識を集 め,膨大 な資料を駆使して「イングランドとウェー
ルズの道徳統計」と題 された ものにまとめ上 げた。 この仕事の頂点 は1849年
3月にアルバー ト公列席のもとでの会合で,ロ ンドン統計協会で発表された
論文であった9。それは図表 をともなった大部なもので,公刊 された版 は170
頁以上にもわたっている。かれは 「統計のパイオニア10」とも称 されてお り,
ひとたび視学官 となるや,かれが書いた報告書は必要以上の長さにな り,1846
年 には293頁にも及んだ。当時の人が言 うには「統計家 としてのフレッチャー
氏の習慣は,そ のような場合には往々にしてそうなるのだが,簡 潔さがまっ
た くな く,詳しさだけをあたえることになった。11」「かれは自らの信念のはけ
口をそのポス トで見つけることになる。いみじくもリチャー ド・ジョンソン
が上手 く言い当てているが,「用心深いラディカル」であった。かれは熱烈な
教育家であり,統計家であった し,1840年代の後半に教育統計を支配 してい
た。12」ともあれ,ポ ーターやu一 ソンによって主導された協会のルネッサン
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ス とも言 うべ き時期か ら,1852年にフレッチャーやポーターが亡 くなるま
で,「協会で支配的な人や態度にはかなりな継続性 と安定性があった13」ので
あ り,この時期 こそ 「統計の時代」 と呼ぶのにふさわしい時代であった。
事実1事 実1事 実1一 統計は統治の礎石
統計家たちは闇雲に反撃 に転じたわけではな く,ゲ リと同じ土俵に立って
相手 とがっぷ り四つに組む戦術 をとった。相手を組み伏せ,自 分たちの考 え
が正 しい ことを世間に認めさせるためには,数多 くの事実を積み重ね,提 示
することが唯一つの方策であった。そ してまた事実 に基づ くこと,そ れこそ
が英国協会そしてロンドン統計協会の規則であった。ポーターは言っている。
「社会経済 と関連 しているさまざまな問題が時々社会を震撚 させるこ
とがあるが,それについての見解を披露 した り,理非 を議論す ることは,
協会の統計部門のガイダンスに記されているルールに反するであろう。
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事実を公にすることはこれらのルール内に収 まる。その事実の上に,事
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実のみの上に,これらの問題はまちがいな く正しく位置づけられる。モッ
トーであるxxAliis'Exterendum(穀物 をか らざおでうつことを他の人に
委ねる。転 じて,統 計家の役割をデータを収集することに限定し,そ の
解釈 は他の人 に委ねる,と いう意味。)"はロンドン統計協会 によって引
き受けられたものであるが,私 たちの目的を示 してお り,私たちの限界
を定めており,穀倉に事実の束を提供するように私たちに求めている。
他の人はそこから,社会の道徳的枠組みを育て維持する穀物 を脱穀す る
ことになろう。
私 にはそう思えるが,統 計部門の関心をこの時期 にはとくに事実の検
討に注 ぐことができる。たいへん大 きな問題が社会のすべての知識人の
心を近年奮い立たせているが,そ の事実 というのはその問題 と直接にそ
　 む む む む む む む む む む む む くラ くラ 　 む む
して重要に結びついている。その問題 とは,大衆のために健全な道徳教
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育を提供するのに必要な手段を効果的に講 じることで,犯 罪記録に生 じ
む む む む 　 くコ くコ くコ くコ 　 む む む 　 む くラ む む くレ
ると期待 されるであろう効果の問題である。
M.ゲリは最近 「フランスの道徳統計小論」のなかである種の事実 を提
出したが,以 前に,協 会が組織されてまもない頃に,私 はその事実 につ
いての検討結果をロンドン統計協会に提出したし,M.ゲリが行なったよ
りはもっと長い期間にわたる事実から,証 明しようとされていた理論 は
まった く真理ではな く,前提から正 しく導 き出すことのできる結論 と食
い違っていることを示した。ひとっの事例にもとついて理論をつくるこ
とはつねに危険であるに違いない。その指摘 は道徳の問題 にかんしては
む
とくに正 しく,道徳は様々な妨害的要因によって影響を受 けやすい。誤
む む くラ くラ 　 くラ む くコ む く　 む む む む 　 　 くラ む む くラ 　 　 む む 　 り くラ く　 む む む
りを避けるもっとも安全な手段 として,そ して確かさの点へ と接近する
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唯一の方法 として,事例 を増やすようにあらゆる場合に私たちは望むべ
む む 　 り
き で あ る 。14」
真理や事実 は発見されるためにすでに存在 してお り,人がそれを発見する
のを待 っている,と いうことではない。世界はすでに分節化 されて存在 して
いるわけではな く,統計はすでに存在 している事実の集積や発見ではない。
そもそも私たちの世界で生 じる出来事その ものは,私 たちがいかにその出来
事を理解し,そ れに対 していかなる反応 をすべ きかを決めはしない。それを
どのように理解 し,それにたいしていかに反応すべきかを決めるのは,数 え
上げ,分 類をするという,きわめて日常的な私たちの営為である。 このよう
な営為 を介 して,は じめて出来事は姿 を現し,安定するのである。 もう少 し
犯罪に引きつけて考えてみると,犯罪 という事実そのもの,あ るいは犯罪数
や犯罪類型が対象 として存在 しているとすれば,そ れを対象 として認識する
まなざしや,そ れを対象 として認知する力のメカニズムが存在 していること
が前提である。それなくしては犯罪は事実 として客観性を保証 されなかった
はずである。犯罪も教育 もそれ自身 として客観性 を保持 しているわけではな
く,問題構成の統制のもとに置かれ,問題構成の結果 としてはじめて対象 と
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して存在することになったのである。この時期 には犯罪や教育,そ して貧困,
病気,自 殺などもそうであるが,そ れ らが統治のまなざしの もとに組み込ま
れ,議会の調査委員会や統計協会の調査などで証言が記され,数え上げられ,
統計調査の対象 とな り,図表にされることで,は じめて対象 として表象され
ることになったのである。統計や国勢調査 をはじめ とするさまざまな調査や,
貧民の生活 を探査する新 しい技法 こそが,は じめて事件や出来事を私たちが
認識可能な形態へ とつ くりあげ,統 治の対象 として構成 していったのであ
る15。
このような統計への熱狂を好事家的な対応 と考えるのはいささか的はずれ
であろう。ハ ッキングはケ トレとファーに触れ,こ う言っている。「彼 らは労
働者階級の人々を矯正 したいと思っており,新 しい種類の統制によってそれ
が可能になると考えていた。犯罪,疾 病,売 春,社 会不安 を支配する統計法
則が どんなものであるのかを発見せよ。次にそれ らの法則があてはまる前提
を別の ものにしてしまうような方策 を見つけ出せ。16」したがって,「統計的熱
狂 は国家 による明確な政治的対応 を表象 していた。自分の市民について多 く
を見いだせ,そ うすればその状態を改善 し,その不穏な状態を減 らし,そ の
む む くラ くラ くう くラ
品性を強めることができる,と保守的な熱狂者は叫んでいた。統計 はこの時
む 　 む む む 　 く　 む む む 　 む くラ くラ
期 には道徳科学(moralscience)と呼ぼれていた。すなわち,そ の目的は人
口の道徳的状態についての情報 と統制であった。その動機は純粋に慈善的で
あったが,既 存の国家の維持を目指していた。17」
カオスの世界を調査し,数 え上 げ,そ れを印刷した数値 にし,操作可能な
形態にするという国家的な熱狂 は,統治 と緊密に結びついていた。統治が効
率的に作用するためには,働 きかけるべき領域あるいは問題についてのある
種の知識や情報が不可欠であった。「統計調査ではいま指摘されたような法則
を発見す ることに第一の重要性がある。法則 はたいへん強力な要素の存在を
証明す るし,そ れはある特定の結果をもたらすことと関連するが,外 的環境
によって少しも影響 されないし,あ るいは乱 されることのないものである。
む む くラ リ む くラ くコ くラ くラ
そういう外部の環境 はいちどきれいに排除されると,改善可能 とな り,人々
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の道徳 ・政治的状態を改善する実践的で,か なり利益ある様式へ と導 く。適
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切に決め られた一・連 の結果,発 展する一般的原理からのみ,効 果的な立法は
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結果することができる。なんらかの数値的法則なくしては,こ れらの原理自
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体は比較的不明瞭であり,立法 もつねに妨げられる。18」「ある領域を統治する
には,そ の真理 を把握 し,表象できることが必要であ り,意識的政治的計算
の領域にそれが入 るような形式で表象 されることが必要である。19」統治され
るべ き領域の表象 は力による積極的な過程であり,数 え上げ,書 き入れるこ
とを媒介にして,「現実 は安定 し,動かす ことができ,比較可能 になり,結合
可能になる。…… この意味での情報 は中立的に記録する機能の結果ではない。
それ自体現実に働 きかけるひとつの方法であり,問題 となっている領域を評
価 し,数 え上 げ,そ して関与可能な ものにす る様式で,現 実 を刻 み込 む
(inscribe)技法を生み出す方法である。20」したがって,知 識の集成 はカオス
の 「世界 を思考可能 なものとし,そ れを思考の規律づけられた分析 に服従 さ
せることで,扱 うことのできない現実 を飼い慣 らす手続き形態 をとるが,統
　 　 　 　
治のための一種の知的装置(傍 点強調 は原文ではイタ リック,以 下同様)を
提供する。21」
フレッチャーは1847年に英国協会 の統計部門の席で,イ ングラン ドと
ウェールズの犯罪統計にかんする報告 をおこなったが,そ の大部の報告 を次
のようなことばで始めている。いささか長 くなるが引用してお く。
「統計が無視 されればされるほど,その結果の不完全さが明らかになる
む む 　 む む む
時代や国にたいする非難がよりいっそう大 きくなる……。野蛮な状態で
　 む くコ む くラ くコ くラ む む り くラ くラ くき くラ 　 くき くコ む くコ む む くラ む む む む む くラ くケ 　
は統計は存在するはずがない。 というのも,粗野な専制政治は多 くの質
む 　 くき む む む む くコ くコ リ くラ む む む む くき くき 　 くラ くラ くラ む くコ くラ む くコ くコ む 　 くフ む
問を発することな く行動する。すこし進んだ社会状態では統計は不完全
む 　 　 む む む くラ くき む り む む む む くレ む む む 　 む む む くき む くラ くラ 　 くラ む む くコ
なが ら統治の技法へと入ってくるが,そ れは危急に際 して一般的真理 と
む くラ む くラ くコ む くラ くラ リ くラ む む くラ む む む む む くラ くひ くフ くラ 　 　 　 む 　 くラ くコ くコ
して適用 される,狭 い経験か らの性急な帰納 という形でである。近代文
む くラ くラ む む む む む くラ くコ む む む くひ くコ む む む む む む む む む む くラ む くラ む む 　
明 という最高の状態でのみ,政府 は広 くそして洗練された観察によって
む む くラ 　 む む む む くラ リ くラ くラ む む む む む む む
大衆の本当の状態を知ろうとし続 けている。個人の歴史においてと同様
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に,社 会の歴史 においても,私たちの道徳的素質 は本当は何か,私 たち
自身のふるまいの実際の過程 は何か,私 たち自身の行動の源泉 は何か,
と自らに問 うのは,進歩のもっとも初期の段階ではけっしてない。しか
し,そのように問うことが個人 にとって不可欠であると同様に,全 体 と
む む む む む む 　 む む む む 　 む
しての社会にとって も不可欠である。……慈善や布教のしごとをする協
　 　 り む くコ 　 む くラ む くラ くラ くラ 　 　 くラ む む む む む くラ くラ む む む む む 　 む む
会のほとん どは,こ の真理をその基礎 としているし,監獄やワークハウ
む む り 　 　 む くラ くラ む 　 む む 　 む む む む む 　 　 　 　 くラ くラ 　 む 　 くラ くコ くラ くラ
スの改革規律のための法律や,公 教育の発展のための法律にはこの こと
む む り 　 む む む 　 む くラ 　 む くコ くラ くコ む くラ くコ くコ くラ む む 　 くひ くラ くラ む 　 くラ くラ
が感 じられる。 この場合でさえも技法の必要性が,そ のような多様 な他
む くき り くラ む む くラ む む む む む む む む む 　 くラ む む む む くラ くラ む む む む くラ くひ くフ
の領域でそうであるの と同様 に,科学をその援助へ と高めなければな ら
　 む む む
なかった……。
個々人 について実際に知ってい ることはたいへん不完全であるが,
もっと不完全なものは,他人のなかに認め,評 価 している資質が,社 会
の大衆のなかで,場 所で,そ して階層の間で,そ れらはひ とりの人 によ
る観察では手の届かない ものであるが,い かに広 まっているかを知 らな
いことである。ひとりの人による観察の果実はどのように広まりを見せ
ていようとも,たいへん明確 な事実を網羅した正確 さをもってはいない。
政府によって限定された範囲ではあっても収集することのできる,全 状
態にかんしてのものであれ,ロ ンドンやマンチェスター統計協会のよう
に,個人あるいは社会を犠牲にして も,割合 としては限られた人口の部
分に適用され詳細に集められた事実であれ,統 計家が強い関心でもって
見るのはそのような事実の収集である。 これらの事実の人 口調査は,そ
のことぼを疑める意味で,調 査的である,と いうことではない。そのこ
とは,そ れぞれの国の精神や制度の自由に比例 して,人 口調査が より大
がか りで,多 様で,よ り簡単にできるようになっていることが証明して
いる。22」
この一節には 「国家理性」や 「ポリス」 ということばこそ使われていない
が,統 治 と知 をめ ぐる歴史的経緯について触れられている。 と同時に,調 査
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は統治の技法であり,統治には科学が不可欠の前提であることが直裁的な も
の言いで述べられている。ここではそのことを確認するだけで充分であろう。
統計図表
少し先を急ぎすぎたかもしれない。ゲ リへのリアクションへ と話をもどす
ことにしよう。ポーターによれば,ゲ リは単年度(1831年)のみの数値 をも
とにして犯罪 と教育 との関係 を論 じてお り,そのことが間違った結論へと導
いたのである。ポーターは犯罪者自身の教育レヴェルにまで立ち戻って,ゲ
リへの反駁を試みた。フランスでは1828年から,起訴 された人の教育程度 を
4種類(① 読み書きで きない。②読めるだけ,あ るいは読み書 きが満足には
で きない。③読み書きが上手 にできる。④初等学校で教えられている以上の
教育 を受けた。)に分けてお り,かれはこの統計を用いて数年間にわたる数値
を採用することで,ゲ リの説 とは全 くちがった結論 を導き出す ことになっ
た23。ひるがえって,イギリスの統計の現状 をみると,犯罪統計 は正確さと包
括性 を欠いてお り,ポーターらはその改善を企図し,力 を尽 くした。その甲
斐 もあって,1835年以降,カ ウンティ別,犯 罪種類,刑 期,性 別 によって分
類された報告書が発刊される運 びになった。犯罪者 を教育程度 一 読み書 き
で きない,読 み書 きが不完全である,読 み書きが流ち ょうである,高度な教
育を受 けた 一 によって分類することがイギ リスへと導入され,年 度毎に表
に記録 されることになった。 ローソンはこれをもとにして1837年から39年
にわたる3年間の統計を用いて犯罪 と教育 との関連を検討 した24。
む くコ
フレッチャーは統計の時代の とりを飾 るにふさわしく,国勢調査,所 得税
統計表,出 生,死 亡,結 婚にっいての戸籍本署報告書,内 務省による犯罪者
一覧,救貧法委員会報告書,救 貧法の報告書,貯 蓄銀行の概要などの資料を
駆使 して道徳統計の分析をすすめたが,と くに犯罪をめ ぐって,教育 をはじ
めとす る変数 との関係を探 ることに,そ の力が注がれていた。その方法は一
言で言えぼ,比較,総 合,分析 という統計解析 とで もいうものであった。「積
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み重ねられた結果をもとにしてひとつの一般化へ となだれ込むよりは,管理
可能な集団のなかで事実 を保持し,事実を介 してひ とつの階層を他の階層 と,
ひとつの地区を他の地区と,ひ とつの時期を他の時期 と比較することが望 ま
しい。分析的そして総合的方法を相互に用いることで,い くつかの要素をあ
らゆる可能な結合へ と持ち込 み,その偶然の一致や関係の法則 をみつけた り,
あるいはより入念な観察に与 えられるべき方向性に関しての新 しい見地を得
られることが望 ましい。25」社会を研究する人たちは自然科学者 とは違い,実
験に頼 ることはできないし,出来事についてのかぎられた観察に,そ れ も絶
え間な く流動 し,自分 自身で統制できない観察 に頼 らざるをえない。したがっ
て,自然科学者のようには実験 に頼 ることはまった く不可能だが,「事実を網
羅的に数えあげることで,明 確な階層あるいは地域である種の社会的要素が
多かった り少なかった りすることを見つける手段を得る。 これらの線での観
察 を増や し,比較のために調整された結びっきを増やす ことで,次 第に高度
で間違いのない帰納へ と到達する。26」
もう少 し具体的に述べ ると,国を8種 類の地域に分割 し,カ ウンティ毎 に
1841年の職業摘要の証拠 にもとついて分類 し,さらには,それぞれの地区毎
にその社会組織や人口の特色 について,教 育や道徳の状態について,結 婚登
録などを利用 して分類をしている。それぞれの分割 された地域のもとに含 ま
れるカウンティは,た とえぼ教育に関しては,結婚登録簿にマークでサイン
した割合で特徴づけがなされている27。「こうして蓄積 されたデータは比較,
分析 され,表 が作成されてい く。 これらのいっそうの分割の地理的広が りに
む む む くエ
対 しては注意深い関心が払われるべきである。 この手段によって,ま ず第一
む む む む む む くラ くラ 　 くコ む む む くユ む く　 む くラ くラ む む くラ む む くラ リ 　 む む む くラ
に,そ の社会組織に最大の影響を与 える環境によって,第 二には,人々の道
む くコ くコ く　 くラ む む む む む くラ 　 くコ む む くコ む む む む くコ む む む む く　 り む む む 　 　 む
徳的そして知的進歩のために直接働 きかけることが,そ れぞれの部分に実 り
む 　 　 む む む くラ む む くコ む くユ む む む む む くコ 　 くラ む 　 　 くラ くラ む む り くラ くラ む む くユ
あるように積極的になされてきた ことをある程度示している環境 によって,
む む む む む 　 む 　 む くラ む む 　 む む む
王国を二重に分割することができた。これ らの分割 にたいして与 えられる地
理的アイデンティテ ィは,結 果を保持するための人工的記憶 として役立つだ
けではなく,同 じような問題 を明確にするために,現 在利用できる,あ るい
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は間 もな く利用できるすべてのデータの便利なインデックス となる。 という
のも,そ れが基づいている環境は急激 な変化を被 るようなものではないから
である。28」
ここには統治が人口のこまごました状態を知識へ と変換する様がみてとれ
る。すなわち人 口,人 口密度か らはじまり,産業従事状況,資 産価値,結 婚
登録簿か ら推察できる教育状態,結 婚 と庶出,貧 困,貯 蓄,犯 罪が一覧表 に
書 き入れ られている29。先見の明のない結婚 と教育,貧困と無知,貯蓄額 と教
育の程度,犯 罪 と早婚 との連関などが,そ の表をもとに検討の姐上にのぼっ
ている。ちなみに,フ レッチャーによれば,貧 困と犯罪は関係な く,首都や
工業都市における人口の稠密 と犯罪 との問には関係があり,凶悪犯罪 と無知
とは密接に結びついている。「衛生施策やキリス ト教教育による施設 は,近代
的ながやがや とした ところに棲む人たちを,農村 に棲んでいたかれ らの先祖
にもお とらず肉体的 にも精神的に も元気 にし,道徳的にもする」 としてい
る30。
このような知的技法 とも言 うべ きものによって現実の出来事 は相互に比較
することが可能 となり,相互間の関係 もまた構成可能になる。この操作 を通
してはじめて現実は客観性 を保証 され,議 論の対象 となり,診断 もまた可能
になる。だから,統計はすこしも中立的に現実を表象しているわけで もない
し,またイデオロギーによって現実が歪曲されて反映したもので もない。繰
り返 しになるが,統 計自体が現実に働 きかけるひとつの技法であ り,問題 を
構成するひとつの技法であった ということである。
個々の犯罪人の対象化
ところで,問題 として構成されたのはマスとしての人口だけではな く,個々
人 もまた次第に問題構成 されるようになった。対象化されたのはもはや専制
君主や英雄ではな く,かつては記録の対象 ともな らなかった犯罪人であった。
む くラ 　 む くコ む く　 くラ 　 　 くラ む む くコ む む む む く　 む り む く　 む くエ む む む 　 くラ くコ くひ む
「犯罪統計 についての調査をするために任命 された委員会 は,犯罪者が犯罪 を
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む くラ 　 くラ 　 む くユ くラ む くラ む くエ くコ くラ くエ 　 くラ む くエ くエ む む くラ む くラ くラ くラ 　 くフ 　 くラ くラ くラ
犯 した前後の,そ の詳細な履歴 を集めるための一連の表形式を注意深 く準備
む くラ 　 む くラ む む む む 　 くラ む む 　 くラ くラ む くラ む くラ む く　 くラ む くラ く　 む 　 くラ くラ くラ 　
した。 この委員会 は警察委員会 と頻繁に連絡 をとってお り,他の価値 ある援
む くひ む む む む む くラ くコ む む む 　 　 　 む む む む む む 　 む む む くコ くコ くラ くラ くラ 　 くラ む
助 と情報 といっしょに,そ の公的記録を調べるためのあらゆる便宜 を供与さ
　 　 くエ くラ
れていた。31」犯罪人 については,氏 名,性 別,年 齢,職 業か ら始 まり,教育
状態,家 庭の状態,前 歴,罪 状,動 機,目 撃者,処 罰など詳細にわたる犯罪
記録書式が作成されるようになった。「以下に添付されている犯罪記録書式を
提出す るに際して,統 計協会の目的は,今 までに収集されてきた よりもいっ
そう詳細な犯罪者の特徴を,微罪裁判官,巡 回裁判の書記,看 守が得 ること
がで きるようにすることである。/その書式(177-178頁)は微罪裁判官ある
いは法廷の前に連れてこられた個々の事例 を記録することを目的 としてい
る。32」こうした操作を介 して個々人 は問題 として構成されてゆ く。
「一般的な原因 とはまた別に,特定の家族 には犯罪の傾向がみられる。*
現在,ひ とりの少年が再犯で裁判を待っているが,母 親 と兄はすでに流
刑に処せ られている。他の事例では,母親 と息子が監獄に入れ られ,他
の二人の息子 も流刑に処せ られている。第三の事例では,少年 は三度目
の事件 を起 こし,父親 と兄弟二人は海外へと追放されてしまっている。
これから述べ ようとする最後の事例では,母 親が数年前に重罪で裁判 を
受け,娘 は続いて重罪で有罪判決を受 け,息子 も非行でしぼしぼ投獄さ
れ,二 番目の娘 は重罪を犯 した証拠を認め,三 番目の娘はほぼ一年前か
ら追放 されており,四番目の娘 と二番 目の息子は同じような罪名でいま
監獄 に入っている。」
「*この事実 はスコットランドの査察官報告書で もとくに記載されて
いる。第三報告書129頁で,息 子 と一緒 に殺人罪で絞首刑 になったW.
W.という男の事例が挙げられている。 もうひとりの息子 も犯罪を犯 し,
そのために牢獄船 に送 られた。釈放後,殺 人 に関与 し,そのために絞首
刑に処せられた。三人の娘 もさまざまな罪状で処罰され,母 親 もたいへ
ん悪い性格の持ち主であった。その家族 は近隣の恐怖の種であり,報告
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書によれば,幾 世代かにわたってそうであった。ハ ミル トンやアーヴィ
ンの犯罪人口を述べ るに際しては,犯 罪者数の大 きな割合 はたいへん少
数の家族に属していることも言える。 この要因は明白であり,説明を必
要 としない。堕落行為へのもっとも強力な刺激 はそのような家族におい
て存在する。他方では,罰 の恐怖 はけっして習慣的な犯罪者 をおしとど
めることはできない。33」
地図
統計表 を利用することの他 に,そ れに類するものであるが,刻 み込むひと
つの技法 として,も うひとつ特徴的なことがある。 ここでは紙幅の関係上掲
載を割愛せざるをえないが,イ ギ リスをその地域の特色によって特徴づけた
表から,陰影をつけた地図が作成されたことである。それは調査のもっとも
重要な部門を示すために作成 された ものである34。
「これらの地域は次の地図に盛 り込 まれ る。その地図は次の表全体の
キー として役立つであろう。 これらの表の縦の欄 を上から下へ と一瞥す
ると,陰影 をつけられた高価な地図によって描 き出されることのすべて
伝 えている。それは各要素が他 と較べて どの程度際だっているかを示 し
ている。同時に,水平的な線は,な ん らかの絵のような手段 によって得
ることができるよりも,い っそう簡潔に集団の結果を伝えている。35」
さまざまな場所 に棲む住人のありようを確かめるために,ひ とつひとつの
街路 を踏査 していき,地域の隅々から統計を収集 し,地域,町,街 路などの
調査 を実施することが,地 図作製には ともなっていた。地図を作製すること
は,対 象 となる空間を統治 にとって御 しやす くするために,空 間を表象する
ものであり,統治の技法のひ とつである。統治が作動するためには,作動対
象の空間を見えるような形 にしなければな らない。空間 は格子状に区切 られ,
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区画され,2次 元で位置づけられ,目盛 りが うたれ,アイコンで印づけられ,
陰影がつけられ,地 図という装置によって表象 される。地図 とい うのは,そ
うしないと主観的な光景で瞬 く間に終わってしまうものを対象化 し,目立た
せ,刻 印 し,保存する様式である。地図の作製過程で,も のごとが対象化 さ
れ,安 定 し,目立った特徴が確証され,目 立たない特徴は消失していき,も
のごとが比較可能な もの とな り,それ にたい して働 きかけることが可能 に
なってゆく。だから,図表や地図は,どのように現実 を見るか ということを,
他の人にたいして強いるための 「知的な技法」である。私たちは力の多 くを
認知や理性へとしばしぼ帰せがちであるが,そ の力は実際にはちょっとした
具体的な技法,た とえぼ図表や地図作製などに宿 っているのである。地図が
作製され,私 たちが地図を鳥瞼的に見 ること自体が力のなせる技であり,そ
こには統治のまなざしともいうべ きものが存在 していることになる。「社会生
活の統治のプロジェク トは19世紀に展開されたが,道 徳的地勢図(topogra-
phies)の編み上 げや,人 口あるいは少な くとも人 口のうち問題 を抱えている
人々についての統計的地図作製に依存 し,そ うすることを鼓舞した。36」した
がって,「まなざしの空間化 は知識 とその対象 との問の権力関係を含んでい
る。37」まさに国内全土そして各地域が統治のもとに道徳地勢図に編 まれてゆ
く。これ もまた知的な統治技法のひとつであった。
教育の問題構成
こうして,道 徳統計に典型的にみられるように,調査 し,数値化 し,書 き
入れ,図 表そして陰影 をつけた地図を作製す るという,知 的技法 ともいうべ
きものを犯罪 に適用す ることで,教 育が問題 として構成されてい く。結婚登
録簿な どから引き出された様々なデータを分析すると,全体 としての人 口の
なかで知育が不足 してお り,その証拠 に,人々の移入によって影響を受 ける
ことが少ない種類の犯罪件数が割合的に多 く,犯罪は道徳的頽廃を示すあら
ゆる指標を伴っていることが多 く,また,知 育の質量が乏 しい場合は法廷へ
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と引き出され る犯罪者の割合が多いことがわかる。ブレッチャーは結論部分
でこう述べている。
「23.したがって,結論 はこうなる。教育 は近代社会の安全保障には欠
かせないものであり,その ような教育はしっか りとした,有 用で,と り
わけキリス ト教的なものであるべきで,デ イ ・スクールのうち最 も弱小
のものによって与えられ,日 曜学校 のもっとも世俗的なものによって行
なわれている教育の多 くを凌駕すべきものである。
24.したがって,キ リス ト教学校 は社会の道徳的向上のひ とつの大き
な手段であ り,キ リス ト教徒でない人たちさえも,も っ とも利己的な利
害を考えても,支持すべきものである。38」
ただし,教育 はほかの変数 と混 じり合っているので,そ の影響を正確 に測
定することはできない,と い う留保 をフレッチャーはつけ忘れてはいない。
かれの予想に反 して,い くつかの地域で犯罪者たちが一般の人々 よりも良い
教育 を受けている,と いうパラドクスが目の前 に突きつけられた際には,教
育の指標 として用いられた結婚登録の署名は 「年少者たちの育ち」 を反映し
ておらず,指標 としての信頼性 もない,とお払い箱にされ,その指標に代わっ
て,教 育の 「量」ではな く 「質」 こそが,こ のパラドクスを解決するための
指標 として導入されて くる。
「(刑務所では無教育の囚人の割合が少ない場合があるが,)この事実の
唯一の説明で,心 に浮かんだものは,教育が広まっている地域でも,教
育が広 まっていない地域でも,それぞれで与えられている教育の量にお
とらず,質 に違いがある,と いうことである。キリス ト教の願いのなか
で正 しい生の目的にたいして唯一あがめられるものは,読 み書 きの最低
限の能力 によってテス トできるよりも,も っと高度なものであ り,若い
人たちを注意深 く育てることでしかない。……私たちの最良の教育地区
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でさえも広 まりをみせているが,本 当に有益な教育や本当のキ リス ト教
の教育が適度 に広まっているが,そ のまわ りには,知性にも,心 にも何
らよき効果をもた らさない,見 せかけの学校教育が広がっている。鉱山
そして工業地域 と同様に,農 業地域の僻地にも,この疑わ しいぼんや り
した状態が現出し,中産階級や上流階級の活気ある教育の優秀 さを補償
することはない。したがって,王 国の一部 の地域 と他の地域 との問の,
ことばの合理的な意味での,教 育の量のちがいは,結 婚登録簿 に 「まっ
た く書けない」 と記されている割合で示されているよりも,い っそう大
きいことになる。人 口全体に関わって,不完全に読み書きできた り,「流
ちょうに読み書 きできる」人たちの監獄報告をチェックす る,そ ういう
テス トはない。結婚登録簿や犯罪一覧ではまった く教育のない人数を確
かめられるが,そ のような比較か ら得 られるよりも,全体 としての人口
における各カウンティ毎の知識能力の程度を調べるテス トがあったなら
ば,よ い教育の方がよいのだ,と す るいっそう強固な証拠を提供するこ
とになろう。39」
「これ らの地域で広 まりをみせている教育は量 よりも質の点でかなり
違っているし,よ り教育ある僻地ではまった く教育 を受けていない人が
比較的多い ことは,犯 罪総件数がす くない ことと直接 に結 びついてい
る。」
「知育の量 と同様に,優れた質が,全体の人口と比較 して独立の手段を
もっている人の優れた割合一致する。40」
カレンは一貫して統計運動を階級やイデオロギー という視角か ら分析 して
いるが,このパ ラドクスについてもまた同 じ説明をしている。「再三再四にわ
たって,統 計家たちは調査に乗 り出していったが,そ の調査の主要な結論は
予想で きたものであり,先入観にもとついたものであった。た とえぼ,政府
の補助のために立法 を可能にさせる以前に,マ ンチェスター とリヴァプール
のデイム・スクールの児童数が どの程度ちがっているかを正確 に知ることは,
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ほんとうは必要ではなかった。調査のほんとうの目的は人口住民の状態 を「事
実」という手段で大衆 に明 らかにすることであった。41」したがって,「フレッ
チャーやその他の統計家たちの結論はプロパガンダを事実 として偽って提示
した。教育の目的 はひ とつの階級をほかの階級の価値 システムへと転換する
こと42」であった。
カレンが言うところの 「プロパガンダ」 は言いかえれぼ教育への信仰であ
り,教育による進歩への信頼 とでも言ってよいであろう。そしてそのイデオ
ロギーを担っていたのは中産階級 になる。 ここでは進歩のイデオロギー,あ
るいはそれを担っていた階級 という外部から説明がなされている。だが,私
たちが長々と見てきたのは,イ デオロギーの背後に階級の意志を読み とると
いうことではなく,統計,図表,地図などの,教育を問題構成する技法であっ
た。技法その ものが教育 を問題 として構成する過程をみてきたのである。す
でに述べたように,統計 は教育 という現実 を写 し取った り,反映するもので
ほなく,現実を問題 として構成 し,統治の領域 に引 き入れるものであった。
とすれば,フ レッチャーが教育の量か ら質へ と問題構成 を移 したのは,イ デ
オロギーというよりは,これ もまた統計調査 という技法を介してであった。
たんなる読み書き算術のテス トではなく,より深 く教育へ と分 け入ることで,
教育 の質が問題構成 されたのである。 ここで忘れてはならないのは,フ レッ
チャーが視学官であり,内外学校協会系の学校 をかなり詳細にわたって調査
していた事実であろう。 この点 については稿 をあらためて論 じる必要があろ
う。
統計と知
再び,統 計 と知 との関連について立ち戻 るが,道 徳統計が目的としていた
ものは,ロ ーソンが言うように,人 間あるいは人間の心についての法則性 を
事実の積み重ねか ら発見するζとであった。そしてその法則にもとづき,外
部 の環境 に働 きかけ変化させ ることで,人 間を統制する道がひらかれた こと
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であった。道徳統計のもっとも重要な部門は犯罪であったが,犯 罪を分類 と
帰納 によって,仮 に正確な法則へ と到達しなくとも,蓋然性が明 らかになれ
ば,最 適な統治へ と一歩踏み出す ことができたのである.・
「道徳現象はしっか りとした一般的法則 に従属 している。その ことを示
すためになされたい くつかの試みにたい して,不 当なあざ笑いが投げか
む む くラ む む くラ くラ 　 くラ む くラ む くラ くラ
けられてきた。物質的な現象に劣 らず,道 徳的現象は特定の法則によっ
む む む む 　 ヘ ソ 　 む む む む む む
て統制され,規 定されていることが了解されるであろう。世界は普遍的
で不易のシステムにもとついて規定されている,と のことを科学は教 え
てきた し,日々の経験がそのことを証明 している。……
人間はこれらの法則から除外されているわけではない。肉体,そ の組
織的機能,そ の形成,成 長,衰 えはあらゆる点で,そ の他の自然の動物
を規定 しているのと同じ原理によって支配されていることは否定できな
い。 これらの原則のい くつかはすでに発見 され,説 明されてお り,私た
ちか らは隠されているが,そ れが普遍的に存在 していることは,疑 問の
余地がない。……
……心はそのような法則 に従属 していることは否定できない。その機
能が高度で独立した ものであったにして も,そのエネルギー と多才 さが
大きいにしても,そ の力には限界があるにちがいない。 さもないと,人
は自然の秩序に楯突 き,創造主がつ くられた調和を乱すことになる。し
む む む む む む む む 　 む む む む む む む む む む む む む む む む む 　 む む
かし割 り当て られたスペースの内部でさえも,心 の衝動 と傾向は同じも
む む む む む む む む くラ む くラ む む く　 む くフ む む む 　 　 む む む む む む くラ む
のであり,同 じ影響のもとにあ り,同 じ結果 をもた らし,外部の環境 に
り くコ くシ む む む 　 くコ くコ む くひ り り り くコ くコ リ くコ くコ リ くラ リ リ リ リ くコ くひ くり む り り
よってのみ変わる。同じ精神的そして道徳的現象は明 らかに同 じ要因か
む くラ む む 　 む む くユ くコ む む む 　 くコ む 　 む くラ む む くラ む 　 　 　 む くコ くコ む
ら生じ,すべての条件の下で同じ結果 を再生産する。一 人間の行動 には
む む む む む む む む くラ む くコ くコ む む む む くラ む くラ 　 くラ む くき む む くコ む む くラ む
限界が あ るばか りで はな く,法 則 もある,と み なす ことは正 当化 で きよ
二
つo●●●●●'
…… この知識 は長期 にわた る忍耐強 い過程 によって得 られ る し,分 類
や機能 の結果で あ るが,そ れ らは心 とその作 用 を検討 す る ことに はほ と
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んどいままで用いられてこなかった。これ らの手段の助 けを借 りること
で,精 神的な らびに道徳的現象は検討するのに越す ことのできない障害
を提示することはないであろう。それらを正 しく吟味す る手段や,あ る
いはこれ らの手段を適切 に適用する知識を身につけるには長い期間が必
要だが,時 代 は進んでお り,道徳統計へのあらゆる寄与はこのアプロー
チを確固たるものにするであろう。
む くき くラ くラ くエ む む む む む む む む む くき む くき くラ む む む くラ む くラ む む む
しかし万が一にも完全な科学に到達することができないとすれぼ,だ
む む む くラ くラ む む む くケ む む くコ くコ くコ くひ む む む む くラ む む む くフ 　 くラ くラ む む くひ
が,広 いそして繰 り返 される観察によって,あ る種のつねに一定の傾向
む む む む くラ 　 む くコ くひ く　 くラ む くシ 　 　 む くコ くコ む む む む くひ む り む む くエ 　 　
が確かめられ,発 展 してきたならば,蓋 然性の証拠 として理性 はそれに
む 　 む む む む くラ くラ む くラ くジ む む くひ くラ む む くラ くラ くラ む くケ くラ む む くコ くコ くラ む む む
満足し,立法家は思索をする道徳哲学者のたんなる前提や先験的理論よ
む む む くケ くコ む くコ む む くラ くラ 　 くコ くケ む む くラ くコ くコ む む
りも,安全で役立つガイ ドとそれをするであろう。
む くひ む む くラ む む くコ くラ む む む む む くラ くラ く　 くう む くラ くラ くコ くコ む くコ む くコ む む む む
道徳統計のもっとも重要な部門のひとつは犯罪 を犯す ことと関連 して
む くコ む む む くラ む む くコ くラ む む む くラ くひ くシ 　 む くひ くラ くコ む む くラ 　 　 む くラ む くラ
いるし,そ れは数字の計算にもっとも容易になじむもののひとつであ
む
る 。43」
私たちは人間 とその活動 について近代的カテゴリーで もって考 えている
が,そ してそのことに対 してそれほど自覚的ではないのだが,ハ ッキングが
言 うように,近代的カテゴリーは超歴史的なものではな く,これまで見たよ
うに国家やその官僚機構が数量的データを大規模に収集する試みにその起源
をた どることができる。 ここでは犯罪についてこれ まで見てきたわけだが,
特に1830年代以降に犯罪統計が雨あられのように降 り注 ぎ,充分な統計数値
が収集されると,そこに新 しい概念が鋳 られ,マス現象での不規則性 はフェー
,ドアウ トしていくことになる44。犯罪統計が集積され,分類 され1他の変数 と
関連づ けられることで,そ れは人間の手によって手なづけられるようになっ
たのである。統計は偶然を手なづけ,質 的世界を知識へ と変換 し,統治に適
するように分類分けし,人々が自らや自らの選ぶ途を考 えるようにするもの
であった。「国民国家はその臣民を新たに分類 し数 え上げ,表に載せたのであ
る。〈数え上げ〉[狭義には,人 口の総数 を明らかにすることを意図した 「実
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査enumeration」の意味]そ のものは現在でも,少 な くとも課税 と徴兵目的
で我々の身近にある。ナポレオン時代以前には,大部分の公式の計測値は為
政者により秘匿されていた。 しかしそれ以降はものす ごい量の数字が印刷さ
れ公刊されるようになったのである。……
印刷された数字 というのは表面的な出来事である。その背後には分類 と計
量のための新 しいテクノロジー,そ してそのテクノロジーを行使するような
権威 と継続性 を持った新 しい官僚が存在 していた。 この新 しい官僚によって
作 られた多 くの事物は,そ れ以前 には存在すらしていなかった と言って も誇
張ではない。多 くのカテゴリーが人々をきちん と数え上げるために発明され
た。人々に関する体系立 ったデータの集積は,我 々の社会認識 の仕方だけで
はな く,人々を記述する仕方にも影響 を与えている。我々が何を選ぶか,何
をするか,自 分について何 を考えるのかが根底から転換 してしまったのであ
る。45」
もちろん,ハ ッキングが強調す るように,決定論が浸食 され,統 計によっ
て偶然が飼い慣 らされることで,新 しい自由がもた らされたわけではない。
統計の官僚は管理規則をつ くることではなく,人々が自らを,そ して彼 らに
開かれた行為 を考えな くてはならない分類枠組みを決めることで,押 しつけ
たのである。非決定論の特徴 は情報 と支配 という決まり文句であり,決定論
が少なければ少ないほど,抑圧の可能性 は大きいことになる46。
道徳統計の衰退
私たちが ここまでみてきた30,40年代 は統計が教育を構成 した時代 とも言
えよう。だが,や がて統計運動 はその結節点を迎えることになる。1850年代
にはいると,統計運動 を推 し進めて きた中心人物であるポーター とフレッ
チャーが亡 くなワ,運動自体 もその勢いを急速に失ってゆく。社会統計があ
る特定の問題に集中しな くな り,道徳統計 も減少 し,些末な,そ れほど議論
を巻 き起 こさない統計へ と収敏する傾向が強 くなった。
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1850年代には,すでに問題構成されていた教育を変 える必要が外か ら強 く
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べ き対象がなかった ということであろう。教育が もう一度違 う視点か ら構成
され るには,世紀末まで待たなければならなかった。
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